
香川県ふるさと・水と土
保全対策推進委員会

令和６年９月６日

農村整備課 1

• 中山間・棚田地域の農地や農業用
施設の保全・利活用

• 中山間・棚田地域の有する多面的
機能の発揮と地域住民活動の活性
化

• 都市住民も交えた継続的な共同活
動の推進

• 中山間地域の農業・農村の活性化 2

ふるさと・水と土保全対策事業

≪目的≫

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

ふるさと・水と土保全対策事業

Ⅲ.その他関連事業
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≪構成≫

１ 令和５年度事業報告

ふるさと・水と土保全対策事業

4



Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(1) 中山間地域資源保全対策調査事業 (実績1,030千円)

(2) 研修事業 (実績 477千円)

(3) かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト
(実績1,390千円)

(4) ふるさと探検隊 (実績 564千円)

(5) ふるさと水と土指導員活動 (実績2,400千円)

(6) 多面的機能支払交付金広域支援事業 (実績2,000千円)

ふるさと・水と土保全対策事業

5

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

農村地域における現状調査や地域資源の保全・
活用を通じた地域活性化策の検討を大学と一緒に
行い、地域の活性化を目指す。

▶ 観音寺市大野原町五郷地区(H22～24)
活動地区

▶ 三豊市詫間町積地区(H25～27)

▶ 坂出市府中町府中地区(R5～7)

▶ 東かがわ市大内町水主地区(H28～30)

(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

6

▶ 高松市庵治町庵治地区(R1～4)

≪位置図≫

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

坂出市 府中地区 （R5～7）

３年かけて地域活性化計画を作り上げる。

〔1年目〕地域の現状や住民の意識、地域資源の調査
〔2年目〕ワークショップ、意見交換会等を通じて地域活

性化計画の策定
〔3年目〕 2年目に作成した地域活性化計画を実現する

ための実施計画策定

≪計画≫

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業



ア 地域概要調査

≪R5実施内容≫

イ 住民意識調査

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

ウ 地域活性化策の検討

①地理的概要

②地域概要ヒアリングおよび現地踏査

③意見交換

ア 地域概要調査

≪R5実施内容≫

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

①地理的概要

ア 地域概要調査

≪R5実施内容≫

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

綾川の中下流域に位置する中間農業地域。府中ダムや
国道バイパスなどがあり、都市近郊型農村地域といえ
る。

②地域概要ヒアリングおよび現地踏査

ア 地域概要調査

≪R5実施内容≫

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

地域の魅力
地域の課題
地域内組織の現状についてヒアリングを実施
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地域の魅力

• 歴史
菅原道真、崇徳上皇に関する遺跡、国府に関する遺跡

• 自然
城山からの眺望、府中湖の景色

• 食
農業が盛ん、鯖の押し寿司

• 行事・イベント
国府まつり、水のフェスティバル
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地域の魅力

• レジャー
ゴルフ場、温泉、府中湖（サイクリング、カヌー）

• 交通の便
JRの駅がある、高松、綾川などへのアクセスがよい

15

地域の課題

• 人口減少少子高齢化
働く場所がない、空き家、小学校の合併

• 土地不足
平地が少なく、川、線路、山の影響もあり、家・団地
が立てにくい

• PR不足
府中の魅力を理解している人が少ない
観光客へのアピールの場が少ない

16

地域の課題

• 交通機関の整備不足
デマンド制のバス、府中湖周辺の駐車場、
朝の渋滞の解消、
坂出駅前は開発されているが府中は・・・

• 農業関連
農業は盛んであるがどれもメインの産地にならない
担い手がいない
安価な価格設定
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地域内組織の現状

• 社会福祉協議会
役員のなり手不足
継承した業務を行うことで精一杯で新規事業に取り組
みにくい
若者や女性の意見の導入

• 壮成会（老人会）
スポーツ大会、芸能発表会、社会奉仕などの活動を実施
連絡方法がアナログなのでデジタル化したい
加入者が減少している

18

地域内組織の現状

• 自治会
自治会の加入率減少
加入に対して明確の理由がない。
ライフスタイルの変化から自治会の活動を積極的に行お
うとする人が少なくなった。

• 青少年健全育成町民会
小学生を対象に共同活動や地域活動を実施
現役世代が仕事などで忙しくてこられない。

③意見交換

ア 地域概要調査

≪R5実施内容≫

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

地元の押し寿司をつくってはどうか
鼓岡神社を中心により賑わいをつくっていけたら
観光に力を入れたい

⇒人を呼び込むための材料づくりが必要

≪R5実施内容≫

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

イ 住民意識調査

坂出市 府中地区 （R5～7）

問題意識や地域資源の認識を知るためアンケートを実施。
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図-1 府中町の人口推移（平成25年～令和5年）
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22
図-2 府中地区にはどのような問題があるか

23
図-3 府中地区の問題意識度数

【問題意識度数について】

５.非常に心配（すぐに対処しなければならない問題がある）
４.心配している（大きな問題が出始めている）
３.やや心配している（小さな問題はあるが大きな問題があるわけではない）
２.なんとなく不安（気になる小さな問題が出始めている）
１.健全な状態（危機的状況はなく、それほど問題も感じない）

24
図-3 10年後、どのような府中地区を望むか



• 地域資源の保全活用に向けて、まずは地域づくりに関
心がある方々に集まってもらう「場づくり」から始める。

• 有機農業やキャンプなど地域の関心が高まるコンテン
ツをつくる。

ウ 地域活性化策の検討

≪R5実施内容≫

坂出市 府中地区 （R5～7）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

≪目的≫
地域住民による共同活動（地域住民活動）の先進事例などを研
修し、地域活性化させる人材（ふるさと水と土指導員等）を育成
する。

ふるさと水と土指導員全国研修会

≪日程等≫
日時：令和5年12月6,7日
場所：砂防会館（東京都千代田区）

≪参加者≫

年度 R1 R2 R3 R4 R5
人数 2 中止 中止 2 3

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(2) 研修事業
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≪研修内容≫

・農村づくりプロデューサーの事例発表
・地域づくりのための活動事例～嫁に来たくなる里づくり～
・多面的機能支払交付金を用いた地域づくり事例
・高校生との測量における連携事例

≪結果≫

今回参加者の中で若者のふるさと回
帰の話を聞き、後継者探しに着手。
後継者が見つかりそうとの報告をい
ただいた。

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(2) 研修事業

ふるさと水と土指導員全国研修会

≪目的≫

≪日程等≫

日時：令和6年2月1日
場所：水主交流センター（東かがわ市水主）

県内研修会

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

県内のふるさと水と土指導員や活動組織代表者の方々と地域
の活動内容について情報交換を図るとともに、県内の地域交流
を深め、先進地事例を視察することにより次年度の地区活性化
活動の計画の参考とする。

≪参加者≫

地元活動団体：42名 香川大学5名 行政13名 計60名 28

(2) 研修事業



≪研修内容≫

• 現地の地域資源・活動の視察
• 水主地区の地域活性化活動
• 課題や感想の共有

≪結果≫

研修会に参加した地区より新たに棚
田地域等保全活動支援事業に取り
組む地区ができた。アンケートでも参
加できてよかったとの声が多数挙
がった。

県内研修会

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(2) 研修事業

≪目的≫

棚田の役割や重要性を再認識し、棚田地域の様々な事例を共有
することで、各地で活動している地元団体の活動の参考とする。

≪日程等≫

日時：令和5年11月18,19日
場所：和歌山県東牟婁郡那智勝浦町

≪参加者≫

「さぬきの棚田20選」のうち4地区より6名参加

全国棚田（千枚田）サミット

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(2) 研修事業

≪研修内容≫

・棚田に関する基調講演
・各分科会に分かれての事例
発表・意見交換

≪結果≫

色川地区の移住促進の事例
を持ち帰り、県内の研修会で
共有することができた。

全国棚田（千枚田）サミット

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(2) 研修事業

≪目的≫
・農村の美しい自然や文化の再発見
・中山間地域が有する多面的機能のPR
・農村の現状、保全活動の重要性の
再認識

年度 R1 R2 R3 R4 R5

応募者 98(5) 108(4) 138(1) 114(5) 131(6)

応募作品 261 303 358 293 352 ()は県外

応募期間：R5.4.1～R5.11.30
応募者数：131 応募作品数：352点
審査会 ：R6.2.6 入賞作品：25点

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(3) かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト

≪概要≫

応募数 年度別実績

32



月ごとの行事紹介
保全活動団体及びその活動をＰＲ

コンテストの入賞作品を活
用

県の特産品
を紹介

写真コンテスト入賞作品の中
からピックアップしてカレンダー
を作成。

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

≪活用例≫

33

(3) かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト

県内の小学校、官公庁など
に配布
362箇所、6700枚

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

≪実績≫

34

(3) かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト

3箇所での入賞作品展

その他、SNS、配布資料など14
件のデータ提供実績

県庁ギャラリー入賞作品展
満濃池ゆる抜き

香川用水資料館企画展

棚田地域を含む農村地域、土地改良施設、農村の伝統文
化の魅力を県民の皆さんにPRできた。

年度 H30 30 R2～R3 R4 R5

参加者数 61 61 中止 44 63

募集地域 高松・丸亀・坂出 高松・丸亀・坂出 中止 高松・丸亀・坂出 高松・丸亀・坂出・
宇多津

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

≪開催日≫

令和５年11月23日（木）

≪参加者≫

高松市内 40名（小学生20名・保護者20名）
丸亀・坂出市・宇多津町内 26名（小学生15名・保護者11名）

参加者数 年度別実績
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(4) ふるさと探検隊

≪目的≫

都市部の小学生を対象に土地改良施設の重要性を学習し、理
解を深めること。

香川用水東西分水工満濃池

豊稔池

ピザ作り体験

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(4) ふるさと探検隊

≪探検場所≫
満濃池 → 香川用水記念公園 → 香川用水東西分水工
→豊稔池→五郷水車

五郷水車



Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(4) ふるさと探検隊

≪アンケート結果≫

• 満濃池や豊稔池の迫力にびっくりした。
• 普段何気なく使っている水について知ることができた。
• 地域の井出浚いや清掃活動に参加しようと思った。
• 子供と農業に関するイベントに参加したい。

・・・etc.

⇒子供、大人への農村・土地改良施設保全の重
要性について普及啓発ができた。

高松市、丸亀市、観音寺市、三豊市、土庄町、綾川町、まん
のう町で8名が活動。

五郷地区(藤岡指導員) 手島地区(尾崎指導員)

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(5) ふるさと水と土指導員活動

地域住民活動の活性化を推進するため、「ふるさと水と土指
導員」の地域保全・活性化活動等にかかる経費を支援。

≪内容≫

38

五郷の日（106人） 外国人への手島PRイベント（17人）

屋形崎地区（笠井指導員）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

伊喜末地区（前田指導員）島が峰地区（高尾指導員）
39

(5) ふるさと水と土指導員活動

堂谷東地区（東河指導員）
水仙ロード植付（大人6人） あんず収穫体験（14人）

あんず収穫体験（14人）そばの花見会（約500人） 玉ねぎの収穫体験（106人）

積地区（山野指導員）

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(5) ふるさと水と土指導員活動

上西地区（大西指導員）

茶摘み体験（80人） ニンニクの収穫（10人）



Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(5) ふるさと水と土指導員活動

地区名 指導員
名

活動日数
（日）

年間延べ参加人数
（人）

備考

五郷 藤岡 90 998 五郷の日

手島 尾崎 22 191

堂谷東 東河 4 19

屋形崎 笠井 8 101

島が峰 高尾 121 1,434 そばの花見会

伊喜末 前田 25 786 陽当の里産直市

上西 大西 38 465 そば収穫祭

積 山野 22 80

合計 330 4,074

≪結果≫
多くの活動機会が確保され、たくさんの方に活動に関わっ

ていただけた。

≪実績≫

多面的機能支払交付金事業にて広域化・合併に伴い必要となる
経費を支援し、既存活動組織の広域化を推進する。

≪目的≫

多面的機能支払交付金の活動組織に対して、広域化・合併に伴
い必要となる需用費や賃金などの経費について助成。

≪内容≫

上限1,000千円／年 最大3年間

≪補助率等≫

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(6) 多面的機能支払交付金広域支援

42

多面協定まるがめ（丸亀市） ・・・ 7組織
たからだの里保全会（三豊市） ・・・12組織

≪令和５年度実施地区≫

今年度は琴平・多度津にて合併が実現

Ⅰ.ふるさと・水と土基金
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(6) 多面的機能支払交付金広域支援
Ⅱ.棚田地域・水と土基金

ふるさと・水と土保全対策事業

(7) 広報活動事業 (実績4,092千円)

(8) 保全活動支援事業 (実績4,200千円)

44



季刊誌の配布、棚田カードの作成や啓発イベントの実施を通じ
て、地域住民や都市住民など幅広く農業や農村に関心を持って
もらうことを目的とする。

≪目的≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

(7) 広報活動事業

45

年4回 計340冊各地へ送付

≪新・田舎人≫

全国の農村保全・活性化事例紹介

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

46

(7) 広報活動事業

情報発信の１つとして実施。昨年度は11地区追加作成。

≪棚田カード≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

47

(7) 広報活動事業

R6 複数の棚田地域に追加作成要望

≪棚田カード≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

48

(7) 広報活動事業

棚田地域 累計作成部数

中山千枚田 2,000

唐櫃の棚田 2,000

島が峰の段畑 1,500

五名の棚田 500

水主・原の棚田 500

小蓑の棚田 500

伊喜末の棚田 1,000

屋形崎の段畑 1,000

五郷の棚田 1,500

葛谷の棚田 300

棚田地域 累計作成部数

森行の棚田 300

豊田の棚田 300

笠松の棚田 300

肥土山の棚田 300

堂谷東の棚田 300

四歩市の棚田 300

佐文の棚田 300

平山の棚田 300

上種子の棚田 300

積の棚田 300

+100部

+200部

+100部

+100部

+1,500部

+100部

+200部

+200部

+500部



≪棚田ライトアップ≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

49

(7) 広報活動事業

〔目的〕

棚田の保全や棚田を核とした地域振興を推進するため、令和3年
度に「さぬきの棚田20選」を選定して、保全活動の支援や情報発
信を行っており、その一環として実施。

〔日程等〕

日時：令和6年3月22,23日
場所：綾川町西分 堀池のしだれ桜と堂谷東の棚田

≪棚田ライトアップ≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金
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(7) 広報活動事業

≪棚田ライトアップ≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金
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(7) 広報活動事業

来場者数

1日目 521

2日目 306

合計 827

〔実績〕

〔総評〕

2日間で800人超が来場し、また、地元住民にも大変喜ば
れた。香川の棚田地域の魅力を県民の皆様に再認識い
ただけた。

この他、新聞や地方テレビ局のニュースにも取り上げていただいた。

住民組織が行う棚田地域等の保全活動や地域活性

化活動に要した経費等の助成。

▶ 高松市 音川・炭谷地区(R5～)
▶ 東かがわ市 水主地区 (R1～)
▶ 東かがわ市 笠松地区 (R5～)
▶ 三木町 井上北部地区 (R5～)
▶ 綾川町 綾上地区 (R3～)

活動地区5地区

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

(8) 保全活動支援事業

52



音川・炭谷地区・・・

R5～
(高松市)

R5実績 いも・ごぼう栽培 交流イベント ビオトープ保全

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

耕作放棄地にいもやごぼうを栽培。また地
域内のビオトープ保全に対して助成。

53

(8) 保全活動支援事業

R5実績 のぼり設置、看板設置、水主神社ライトアップ

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

水主地区・・・
R1～

(東かがわ市)

中山間地域資源保全対策事業水主地区で作
成された地域活性化計画を踏まえ、のぼりや
収穫祭などに対して助成。

54

(8) 保全活動支援事業

年間649名の方が携わった

収穫祭（300人） 大内小学校竃炊き指導（54人）

R5実績 ドローン防除、緩衝帯設置等

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

笠松地区・・・
R5～

(東かがわ市)

鳥獣害を防ぐための緩衝帯設置、ドローン防
除を用いた棚田営農などに補助。
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(8) 保全活動支援事業

約10haのエリアを保全管理

井上北部地区・・・

R5～
(三木町)

R5実績 コスモスの植栽、棚田眺望施設の整備

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

耕作放棄地にコスモスを植栽し、美しい棚
田地域として保全に対して助成。

56

(8) 保全活動支援事業

約50箇所 3.5haのエリアをコスモス畑として再生
多い時には1日約300人が来場



R5実績 棚田保全管理、作業小屋の修繕

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

綾上地区・・・

R3～
(綾川町)

綾上町西分にある棚田地域における農地の
保全管理

57

(8) 保全活動支援事業

約1.3haのエリアを保全管理
栗拾いイベントを実施←県外からも来場する

58

地区名 活動回数（回）

音川・炭谷 47

水主 20

笠松 15

井上北部 26

綾上 38

合計 146

≪総評≫

各地区で多くの活動が実施された。2年目の笠松・井上北
部の一層の活動が期待される。

≪実績≫

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

(8) 保全活動支援事業

• 1地区(水主)が今年度終了し、指導員支援に移行

• 3地区（音川・炭谷、笠松、井上北部）が新たに取組をスタート

≪総評≫

継続・新規取組を大いに歓迎！
引き続き積極的に棚田地域の相談に乗ります！

Ⅱ.棚田地域・水と土基金
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(8) 保全活動支援事業
ふるさと・水と土保全対策事業

(実績9,231千円)

・中山間地域等集落機能強化事業 （農村整備課）

・農地維持管理省力化事業 （農村整備課）

・かがわの農泊推進事業 （農村整備課）

・地域特用作物等産地支援事業 (農業生産流通課)

・みんなで守る地域農業整備事業 (農業経営課)

・広報事業 (土地改良課)

Ⅲ.その他関連事業

60



表彰された優良事例

61

棚田地域における多様な主体との連携や協力を促進すること
を目的に、棚田地域の振興等に貢献する企業・大学等の優良な
取組みを評価する農林水産省の表彰制度。

「つなぐ棚田遺産」感謝状

表彰された優良事例

62

公益財団法人 福武財団（直島町）

≪感謝状贈呈企業等≫

（ポイントとなった活動）
・瀬戸内国際芸術祭を契機とした

棚田の再生
→棚田での継続的な営農・イベントの実施へ

つなぐ棚田遺産感謝状

対象棚田：唐櫃の棚田（土庄町豊島）

63収穫祭での稲刈体験

棚田の再生

田植えイベント 除草作業

表彰された優良事例

情報発信の充実

64



▶Facebook『かがわの農村』
▶ R6年9月4日現在

フォロワー数665人

65

情報発信の充実

66

情報発信の充実

▶Facebook『かがわの農村』

▶インスタグラム『かがわ農カメ』

農村活性化にかかる情報を発信
写真を主に掲載

▶ R6年9月4日現在
フォロワー数611人

67

情報発信の充実

事業実施計画に対する進捗状況

68



事業実施計画に対する進捗状況

表1 実績表

69

＜③写真コンテスト＞
応募枚数261枚

平均応募数を
1割増やす。
目標295枚

＜④探検隊＞
応募者数179人

平均応募者数を
1割増やす。
目標135人

＜①中山間地域資源保全対策事業＞
地域活性化計画の策定　0地区

5年間で地域活性
化計画を2地区策
定する。

＜②指導員育成研修事業＞
研修派遣　1名

研修会に5年間で
10名派遣する

＜⑤指導員＞
4名

5年間で指導員を
5名増やす。

＜⑥広報活動事業＞
棚田カード2地区

5年間で実施地区
を倍増させる。

5

293

78

令和４年度

303

毎年7地区を支援
する。 7

令和６年度

I

Ⅱ

中山間地域の地
域住民活動によ
る地域の維持・
活性化の実現

地域活性化を図
る指導員の発掘
及び増加

農地及び農業用
施設の維持・保
全・管理活動を
通じた多面的機
能の発揮

応募者数の増加

1 0

達成すべき目標 指標
基準値
(R1実績)

目標値
年度ごとの実績

令和２年度 令和３年度 令和５年度

Ⅲ
棚田の保全及び
地域の振興

地域活性化を図
る地区の発掘及
び増加

8 6
＜⑦棚田支援＞
支援地区　7地区

1

2

358 352

111

0

0

0

0

119

2

0

3

3

●写真コンテスト応募枚数 352/295 枚

→目標を達成した。引き続き様々な場所でPR。

●ふるさと探検隊応募者数 111/135 人

→昨年よりは増えたが、更に目標に近づけるよう推進。

70

事業実施計画に対する進捗状況

●地域活性化計画作成 1/2 地区

→府中での取り組みが進行中。

●指導員育成研修事業 5/10 人

→地域活性化にさらに興味を持ってもらえるよう
地元にPR。

71

事業実施計画に対する進捗状況

●指導員 8/9 人

→5人増やすという目標は達成。引き続き地域活性化
に取り組む地域を積極的に支援。

●棚田カード・ガイド 20/4 地区

→「さぬきの棚田20選」の全地区の作成が完了。

72

事業実施計画に対する進捗状況



●棚田地域等保全活動支援地区 5/7 地区

→過去３年間の平均は７地区であるが、目標達成でき
ていないので、さらに推進を行う。

73

事業実施計画に対する進捗状況

２ 令和６年度事業計画

ふるさと・水と土保全対策事業

74

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

(2) 研修事業

(3) かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト

(4) ふるさと探検隊

(5) ふるさと水と土指導員活動

(6) 多面的機能支払交付金広域支援事業

ふるさと・水と土保全対策事業

75

1,032千円 ( 759千円）

R6当初 R5当初

1,100千円 ( 1,100千円）

1,682千円 （1,621千円）

552千円 （370千円）

3,000千円 （3,600千円）

3,000千円 （2,000千円）

坂出市 府中地区（R5~7）

2年目は地域の現状と課題の共有を図るためのアンケート

結果報告会を実施するとともに、意見交換会を行い、活動
主体の組織づくりなどを踏まえた地域活性化計画（案）の
作成を行う。

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(1) 中山間地域資源保全対策調査事業

76



昨年度と同様に農業・農村の多面的機能の持続的発揮に向
けた全国シンポジウムとして行われる。

ふるさと水と土指導員全国研修会

12月頃を予定。地区については現時点では未定。

県内研修会

全国棚田（千枚田）サミットは10月16日、17日長野県上田市に
て開催予定。その他各種研修会に意欲のある棚田地域の代表
者等を派遣する予定。

全国棚田（千枚田）サミット他各種研修会

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(2) 研修事業
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第２４回の写真コンテストを実施

9月29日に実施する予定

昨年度より水主、庵治地区にてそれぞれ1名追加
今年度は10名で実施

たからだの里保全会（三豊市）
多度津町資源保全会（多度津町）
琴平町環境保全の会（琴平町） の3地区に対して補助

Ⅰ.ふるさと・水と土基金

(3) かがわの農村・ふるさと景観写真コンテスト

(5) ふるさと水と土指導員活動費用助成

(4) ふるさと探検隊

(6) 多面的機能支払交付金広域支援事業

78

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

ふるさと・水と土保全対策事業

(7) 広報活動事業

(8) 保全活動支援事業

79

R6当初 R5当初

5,200千円 (4,200千円）

5,084千円 (4,350千円）

年4回計340冊各地へ送付

新・田舎人

「さぬきの棚田20選」の作成が完了。増刷に向けて対応中。

棚田カード・ガイド作成

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

(7) 広報活動事業
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棚田の素晴らしさを啓発・発信するための事業。
実施に向けて現在調整中。

棚田ライトアップ



▶ 高松市 音川・炭谷地区
▶ 東かがわ市 笠松地区
▶ 三木町 井上北部地区
▶ 綾川町 綾上地区

活動地区5地区(5地区→5地区)

継続地区

新規地区▶ 三木町 朝倉西地区

Ⅱ.棚田地域・水と土基金

(8) 保全活動支援事業

81

ふるさと・水と土保全対策事業

・中山間地域等集落機能強化事業 （農村整備課）

・農地維持管理省力化事業 （農村整備課）

・かがわの農泊推進事業 （農村整備課）

・地域特用作物等産地支援事業 (農業生産流通課)

・みんなで守る地域農業整備事業 (農業経営課)

・広報事業 (土地改良課)

Ⅲ.その他関連事業
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R6当初 R5当初

16,882千円 ( 17,581千円）

３ 昨年度からの対応事項等

ふるさと・水と土保全対策事業
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【提案事項】

(1) 活性化事例の整理

84

昨年度からの対応事項等

≪提案内容≫
活性化の手順がある程度パターン化できるのでは。

⇒活動のメインを分類したうえで、パンフレッ

トを更新する。



85
森行の棚田（さぬき市大川町）

ご清聴ありがとうございました。


